
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農 業 会 議 だ よ り 
 

第 5９号・令和８年１月 

発行：一般社団法人佐賀県農業会議 

【 内 容 】  
１ ． 新 年 挨 拶   

２ ． 県 選 出 の 国 会 議 員 へ の 要 請 活 動 、 農 業 委 員 会 会 長 代 表 者 集 会  

３ ． 農 業 担 い 手 大 交 流 会 を 開 催 し ま し た  

４ ． 活 躍 す る 若 い 農 業 者 の 紹 介 （ 吉 野 ヶ 里 町  メ イ シ ョ ウ フ ァ － ム ）  

５ ． タ ブ レ ッ ト の 導 入 ・ 活 用 状 況   

６ ． 九 州 ・ 沖 縄 ブ ロ ッ ク 女 性 委 員 研 修 会  

７ ． 武 雄 市 農 業 委 員 会 の 取 組 み  

８ ． Open Farmland in Saga ～ 企業 参 入 （ 農 地 見 学 会 ） ～    

９ ． 就 農 応 援 フ ェ ア ｉ ｎ さ が の 紹 介  

10． 大 区 画 化 等 加 速 化 支 援 事 業 の 紹 介  

11． 農 業 者 年 金 の 加 入 推 進  

12． 全 国 農 業 新 聞 の 普 及 推 進 、 全 国 農 業 図 書 の 紹 介  

13． 常 設 審 議 委 員 会 の 結 果 （ 11 月 ・ 12 月 ）  

14． 今 後 の 行 事 予 定  

農業担い手大交流会の様子 



１．新年挨拶  

謹んで新春のお慶びを申し上げます。 令和８年の幕開け

にあたり、農業会議を代表してご挨拶を申し上げます。 

日頃より農業会議の業務推進にあたって格別のご理解、

ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。また、農業委員、農

地利用最適化推進委員の皆様、県・市町関係機関、農業団

体の皆様には、農地の適正な利用や担い手の育成、地域農   

業の振興など、皆様の活動が地域の農業を支える大きな力

となっていることに改めて感謝申し上げます。 

さて、昨年は令和の米騒動と呼ばれる事態が発生し、コメ価格の高騰や備蓄

米の放出が社会問題となりました。この経験は、食料の安定供給がいかに国民

生活に直結するかを改めて示すものであり、農政の在り方そのものが問われた

１年でありました。 

また、昨年は、皆様方の多大なるご尽力により、県内３４３地区で地域計画

が策定されました。将来にわたって農地を守り、持続可能な地域農業を進める

ための重要な一歩を皆様と共に踏み出せたことは、大きな成果でもあります。

関係者の皆様のご努力と熱意に、改めて深く感謝申し上げます。 

引き続き、昨年４月より始めた農地利用の最適化活動を推進する「プラスワ

ン運動」とともに、地域計画のブラッシュアップを推進し、農業を次世代へと

つなぐため、皆様と力を合わせ、地域農業の維持・発展にまい進してまいりた

いと存じます。 

また、本年は、県内１３市町で農業委員・推進委員の改選となりますが、女

性委員の登用促進をお願いするとともに、農業委員会活動が切れ目なく継続で

きるよう、新旧委員の円滑な引継ぎをお願いします。 

令和８年が皆様にとって実り豊かな一年となりますよう祈念し、新年のご挨

拶といたします。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
 

会⾧ 大園敏明 



２．令和７年度農業者年金加入推進セミナー及び県選出国会議員
への要請活動、全国農業委員会会長代表者集会について 

 
○日時：令和７年１１月２６日（水）～２７日（木） 
○場所：東京都「銀座ブロッサム」、「国会議員会館」、「文京シビックホ－ル」 
○参加者：２４名 

佐賀市(大園会⾧・⾧谷川委員・古賀職員）、唐津市(山崎会⾧）、鳥栖市 
（篠原会⾧）、多久市(永渕会⾧）、伊万里市(西山会⾧）、武雄市(岩橋会⾧） 
鹿島市(中村会⾧)、小城市(秋丸副会⾧)、嬉野市(石橋会⾧)、神埼市(牛島 
会⾧)、吉野ヶ里町(中村会⾧)、みやき町(寺田会⾧)、玄海町(越路会⾧・ 
吉田委員)、有田町(岩永副会⾧)、大町町(永尾会⾧)、江北町(井上委員・ 
本村事務局⾧)、白石町(片渕会⾧・木下副会⾧)、農業会議事務局（田代 
専務理事・徳永係⾧) 

 
【１１月２６日（水）】 
 

令和７年度農業者年金加入推進セミナー 
 
（1） 主催者挨拶 全国農業者年金連絡協議会 代表 國井正幸 氏 
（2） 研修① 

演題：農業者年金制度と加入推進 
講師：独立行政法人農業者年金基金 理事⾧ 黒田夏樹 氏 

（3） 研修② 
演題：農業経営を支える労務管理と農業者年金の活用法 
講師：橋本將詞社会保険労務士事務所 橋本將詞 氏    

（4） 加入推進に関する活動事例報告 
北海道富良野市農業委員会 会⾧ 杉村鉄也 氏 

（5） 農業者年金の加入推進に向けた申し合わせ決議 
 
【１１月２７日（木）】 
 
県選出国会議員への要請活動  
 

全国農業委員会会⾧代表者集会で決議予定の要請書と本県独自の要請書を
もとに、県選出国会議員に要請し、意見交換を行いました。 
   
【要請書】  

(1) 令和８年度農業関係予算の確保及び新たな地域計画の実現と農業構造 
の転換の推進に向けた要請 

(2)令和７年度地域計画の達成に向けた農業振興策の要請活動 
 



【主な意見・要望の内容】 
  〇農業機械の導入コストが高額であり、特に新規就農者は初期投資に苦

慮されている。機械導入に対する支援を拡充してほしい。佐賀農業を 
担う若い農業者を育てていくことが大事である。 

  〇共同乾燥施設や集出荷施設、水利施設等が老朽化しており、再編整備
を進めていくための予算を確保してほしい。 

〇現在の米価高騰は、農家にとっては追い風になっているが、来年以降 
米価が値下がりしないか不安が大きい。農家が持続的に安定した経営 
ができるよう支援してほしい。 

〇農業委員会活動を効果的に進めるため、タブレットの活用は重要であり
リース料について交付金の対象としてほしい。 

〇農地の貸借については、本年４月から農地中間管理機構に一本化され、
業務量が大幅に増えている。事業運営が厳しくなっており農地中間管理
機構への支援充実をお願いしたい。 

 
 

令和７年度全国農業委員会会⾧代表者集会   
 

（1）主催者挨拶 全国農業会議所 会⾧ 國井正幸 氏 
（2）来賓挨拶  農林水産大臣  鈴木憲和 氏 

        農林水産副大臣 山下雄平 氏（紹介） 
衆議院 農林水産委員⾧ 藤井比早之 氏 
参議院 農林水産委員⾧ 藤木眞也 氏 
農業委員会等に関する議員懇話会 会⾧ 坂本哲志 氏 
農林水産省経営局審議官 神田宜宏 氏（紹介） 

(3)運営委員⾧報告 全国農業会議所 副会⾧ 望月雄内 氏 
(4)要請決議、申し合わせ決議、活動事例報告 

① 要請決議 
第1号議案 令和８年度農業関係予算の確保及び新たな地域計画の  

実現と農業構造の転換の推進に向けた要請決議 
② 申し合わせ決議 

第2号議案 「地域計画の実現により、持続可能な農業・農村を創る 
全国運動」を推進するための申し合わせ決議 

第3号議案 「情報提供活動」の一層の強化に関する申し合わせ決議 
③ 活動事例報告 

1) 地域計画策定までの取り組みについて 
富山県入善町農業委員会  会⾧ 米山義隆 氏 

2) 地域計画の見直し 新しい試み 
   ⾧崎県⾧与町農業委員会 会⾧ 水谷勉 氏 
3) 担い手を支える多角的な取組み、農業委員会がつなぐ地域と農地 

群馬県明和町農業委員会 会⾧ 野木村薫 氏 
 
【まとめ】 

11 月 26 日、27 日に東京都で開催された「農業者年金加入推進セミナー」、
「全国農業委員会会⾧代表者集会」に出席し、農業者年金の加入推進における
重要性を再認識するとともに、地域農業の課題や現場の実情等について県選出
国会議員へ直接訴えることができ、大変有意義な要請活動となりました。 



３．農業担い手大交流会を開催しました 

 

農業会議（会⾧：大園敏明）は、農業担い手大交流会を１１月２６日に佐賀

市で開催し約１３０名が参加しました。 

本交流会は「稼ぐ」農業経営体（農業法人協会役員等）と若い担い手が交流

し、自身の経営目標となる人を見つけて経営発展につなげることを目的として

開催しました。 

まず、第１部の基調講演では、小ネギの水耕栽培

から販売まで手掛ける大分県国東市の上原農園(株)

の上原隆生代表取締役が「持続的経営を行うには通

年雇用とする必要があり、収穫回数が多く、通年需

要がある」とミカン栽培から転換した理由を語られ

ました。また、生産から販売まで中間業者を省き一

気通貫して行い、その結果、物流コストが軽減され

バイヤーとの価格交渉が可能となり、現在、約６０

のスーパーと契約栽培していると力説されました。 

続いて、上原代表取締役より指導・助言を受けたウーマンメイク(株)の平山

亜美社⾧はオンラインで講演。同じく大分県国東市でレタスの水耕栽培を行っ

ていて、「女性が輝く農業を通じて、地域活性化に貢献する」を経営理念に掲

げ、女性のみ２４人を雇用し、子育てや介護等の都合に応じた働きやすい勤務

体制や休みを取りやすい環境作りに努めていることを紹介されました。 

第２部の名刺交換・交流会では講師の上原社⾧と農業法人協会の役員等を中

心とした稼ぐ経営体（スペシャ

リスト）１４名が若い担い手か

らの規模拡大、販路開拓、人材

の確保、法人化などについての

質問を受け助言を行いました。

参加者からは「法人化について

アドバイスしてもらい大変よか

った」などの声がありました。 

引き続き農業会議では、研修

会や交流会を開催し、若い農業人材の育成を図っていきます。 



 



海外経験を力に、若手農家が挑む農業 
 
吉野ケ里町で農業経営を行う MEISHO FARM

（メイショウファーム）は、環境に配慮した農業と
加工品開発を組み合わせた取り組みで注目を集めて
います。代表を務める生島

し ょ う じ ま

明
あきら

さん（30）は、海外
での農業経験を原点に、日本農業の新たな可能性を
地域から発信されています。 

生島さんが海外の農業に目を向けたきっかけは、
大学生時代に抱いた「日本の農業を外から見てみた
い」という思いでした。語学や経営を学ぶ中で食料
問題や環境問題への関心が高まり、「農業は国や文
化によって考え方や仕組みが異なるのではないか」
と感じるようになったといいます。 

大学卒業後、フィリピン、ニュージーランド、ア
メリカ、オランダ等で農業現場を経験。各国の農業や食文化は思っていた以上
に大きく異なり、生島さんにとっては毎日が新たな学びの連続だったといいま
す。｢国は違っても農業の根っこにあるのは“食を支える”という同じ思い。それ
ぞれの良さを組み合わせれば、日本の農業にも新しい可能性があると感じまし
た」と生島さんは話します。 

帰国後、こうした経験を生かして令和 5 年にメイショウファームを立ち上げ
農薬や化学肥料の使用を極力抑え、有機肥料や緑肥、益虫の活用など自然と共
生する栽培を実践されています。現在は、ナスやニラ、ジャガイモなど約 50
品目を栽培し、特に白ナスは福岡の市場で取引しており、主にこだわりのある
八百屋、ス－パ－、レストランなどで使われています。 

さらに、一次産業にとどまらず、そら豆や唐辛子を原料にした調味料の製造
にも挑戦。「生産から加工・販売まで一貫して行うことで、農業の付加価値を
高めたい」と熱く語られました。 

令和 7 年 4 月から国際交流の一環として、カナダやフランスなど海外からの
旅行客が農業体験できる仕組みを活用し、農作業を体験してもらい、若手スタ
ッフとの交流を通じて、互いに学び合う場をつくっています。 

「海外で学んだことを、今度
は地域に返していきたい。農業
を通して、人と人がつながる場
所を育てていけたら」と話す生
島さん。 

生産だけでなく、交流や学び
の場としても広がりを見せるメ
イショウファームの取り組み
は、これからの地域農業の一つ
のかたちとして期待されていま
す。 

 
 

4．活躍する若い農業者の紹介 



令和 7 年 12 月現在 

 

農業委員会によるタブレットの活用事例 

 

 

 

 

 

 

５．タブレットの導入・活用状況 

現地調査の効率化：GPS 機能により土地勘のない農地でも位置把握が容易になり、農地の状況 
を画像で残し、容易に共有できる。 

事務負担の軽減 ：意向調査や活動記録簿の入力をその場で完結できるため、データ転記や紙
の管理、事務局の集計作業が簡素化できる。 

情報共有の迅速化：総会資料のデータ配布や最新情報のリアルタイム共有により、業務全体の 
スピードアップに繋がる。 



九州・沖縄ブロック女性農業委員
研修会が 11 月 18 日、19 日に⾧崎
市で開催されました。九州・沖縄各
県から約 350 人（本県２８人）が参
加し、親睦を深めるとともに講演会
や研修をとおして農業委員会の役割
について理解を深めました。 

まず、初日のグループワークでは
参加者が 1 班 8～9 人となり、仲間
づくりと今後の農業委員会活動をさ
らに推進していくため、自己紹介や農業委員会活動について意見交換をしまし
た。特に女性ならではの活動として、農業者年金の加入推進や農家に寄り添っ
た相談活動などについて情報共有しました。 

続いて、体操でオリンピック４大会連続出場、金メダル等を獲得した内村航
平氏の母親である（一社）ShuＷa アカデミー代表の内村周子氏が「夢を追い続
けて」をテーマに講演。体操指導や子育ての経験に「前向きに生きる姿勢の大
切さ」などを熱弁されました。 

2 日目は、全国農業会議所の鈴木主事から食料・農業・農村基本計画におけ
る農業委員会の役割について報告がありました。農地の大区画化や施設の再編
整備、地域計画の実行に向け、農業者や関係機関との継続的な話し合いの重要
性を強調されました。 

また、農業者年金基金の黒田理事⾧からは、農業者年金のメリットや若い農
業者や女性、夫婦での加入を強調されたあと、加入推進については信頼関係を
大切にした心構えと粘り強い推進が重要と語られました。 

最後に、全国農業委員会女
性協議会の道下会⾧（写真
前列左から 4 人目）による
研修が行われ、女性委員登
用を進めるためのポイント
や女性が参画することで農
業委員会にもたらされる効
果について学びました。 

女性ならではの視点やつ
ながりが、地域の多様な声
を生かした農業委員会活動
につながることが改めて確認されました。 

今回の学びと交流を糧に各地域で女性委員のさらなる活躍が期待されます。 
なお、令和８年度は 11 月 18 日、19 日に大分市で開催されます。 
 

６．九州・沖縄ブロック農業委員会女性委員研修会 



【農業委員会の体制】 
任期：令和 ６ 年 7 月 20 日～令和 ９ 年 7 月 19 日 
体制：農業委員１９ 名、農地利用最適化推進委員２６ 名、事務局 4 名 

 
(1)  武雄市の概況等 

武雄市は佐賀県の西部に位置しています。周りを八幡岳、黒髪山、神六山、
杵島山などに囲まれ、六角川、松浦川、鳥海川が流れています。流域には肥沃
な田園が広がっており、武雄・橘・朝日・北方の六角川平坦地帯は土地利用型
農業、若木・武内・山内の北部山麓地帯は畜産と水田の複合型農業、東川登・
西川登の神六山麓地帯は茶園等の樹園地と水田の複合型農業の３つに分けられ
ます。 

基幹作物である、米、麦、大豆を中心に、きゅうり、いちご、チンゲン菜等
の施設園芸、中山間丘陵地を活かした、お茶や畜産との複合経営が展開されて
います。 
 
(2)農業委員会の取組み 
 担い手への農地の集積・集約化、遊
休農地の発生防止・解消、新規参入の
促進という農地等の利用の最適化の推
進に係る活動について、活動目標を設
定し、地域における農地の見回り等の
現場活動を行っています。 

毎月の総会・調査委員会では、農地
の権利移動に対しての意見書作成、許
可事務を行い、効率的な農地利用につ
いて、農業者を代表して公正に審査を
行っています。 

また、毎年各地区に分かれ、農地
パトロールを実施しています。主に
遊休農地の実態把握と解消推進、農
地の無断転用の防止、農地法の許可
（届出）案件の履行状況の調査等、
農地の有効利用に向けた関係者への
啓発・普及等を目的に取り組んでい
ます。 

令和 6 年度からは推進委員・農業
委員が実施した利用状況調査の結果､
再生利用が困難な農地と判断された
場合は、非農地として農地台帳から除外するとともに、市⾧部局とも連携し、
職権で一括して法務局に地目変更の申出を行い、法務局が地目変更登記を行う
などの取組をしています。 

他にも、農業者年金への加入推進、地域における話し合い活動への参加等、
地域農業を持続していくため日々活動を行っております。 

７．武雄市農業委員会の取組みについて 



 

８．Open Farmland in Saga ～企業参入（農地見学会）



 

９．就農応援フェアｉｎさがの紹介  



 

10．大区画化等加速化支援事業の紹介 



 



 
. 

   10～11 月の新規加入状況は以下のとおりです。佐賀市、小城市、白石町で

加入があり、佐賀市と小城市が目標達成されています。 

多くの市町で加入推進強化月間期間中およびこれから期間に入られます。

戸別訪問をはじめ、農業者が集まる会合等でチラシを配布するなど、積極的

に PR をお願いします。 

★加入推進活動の流れ★ 

○加入推進班等の整備：地区別に推進班を組織するなど、戸別訪問を機動的に

実行できる体制を整備します。 

○関係機関・団体等との連携：農業委員会や JA が、行政機関や各種組合員組

織などと連携し、新規就農者等の情報を共有して PR の機会を増やします。 

○加入推進名簿の整備・更新：農業委員会（各委員含む）や JA がそれぞれ持

つ情報を活用し、対象者をリストアップした名簿を作成・更新します。 

※個人情報の取扱いには十分お気を付けください。 

11．農業者年金の加入推進 

市町名 目標 10月 11月 合計 達成率 達成まで 市町名 目標 10月 11月 合計 達成率 達成まで

佐賀市 7 0 5 11 157% 達成 上峰町 1 0 0 0 0% 1

唐津市 11 0 0 2 18% 9 みやき町 1 0 0 0 0% 1

鳥栖市 1 0 0 1 100% 達成 玄海町 2 0 0 0 0% 2

多久市 1 0 0 0 0% 1 有田町 1 0 0 1 100% 達成

伊万里市 3 0 0 0 0% 3 大町町 1 0 0 0 0% 1

武雄市 1 0 0 3 300% 達成 江北町 1 0 0 0 0% 1
鹿島市 2 0 0 1 50% 1 白石町 6 2 3 11 183% 達成

小城市 3 1 0 3 100% 0 太良町 3 0 0 0 0% 3

嬉野市 2 0 0 1 50% 1 計 51 3 8 34 67% 17

神埼市 2 0 0 0 0% 2
吉野ケ里町 1 0 0 0 0% 1 20～39歳 36 2 2 20 55.6% 16

基山町 1 0 0 0 0% 1 女性 29 2 5 11 37.9% 18



○戸別訪問先の選定：推進状況や地域の実情を踏まえ、名簿に基づき訪問対象

者を選定します。 

○加入推進活動の展開：各種説明会での制度説明、広報誌への記事掲載、戸別

訪問などを通じて活動を展開します。 

○戸別訪問後のフォローアップ：訪問時の状況を記録簿に整理し、加入の意思

がある場合は連携してスムーズな手続きを行うなど、フォローアップを行い

ます。 

◆戸別訪問の対象者が後継者や配偶者であれば、経営主などの家族の同席を求

め、家族全員の理解が得られると加入に結びつきやすくなります。 

  1 度の戸別訪問では、すぐに理解を得られにくいので、対象者の意思や経営

状況等を踏まえて、2～3 度戸別訪問を実施することが重要です。 

  農業者年金基金のホームページでは、年金額のシミュレーションができるの

で、是非活用してください。 

  加入推進班を整備し、農業委員会と JA が連携して戸別訪問などの推進活動

への取組みをお願いします！ 

●おしらせ：農業会議と JA 中央会でインスタグラム広告とラジオ CM を実

施中です！ 

今年度は、県内での女性加入が少ないため、主に女性農業者の加入を後押し

する内容としています。期間は令和 8 年 3 月末まで。 

 

○広告媒体  

・インスタグラムでのバナー広告 

・NBC ラジオと FM 佐賀での 20 秒と 40 秒 CM の放送 

→各局それぞれ 1 日 1 本程度（平日 8～16 時の間） 

ほかラジオ番組内でパーソナリティによる 40 秒と 60 秒の生 CM  



１２．全国農業新聞の普及推進、全国農業図書の紹介について 

 
○全国農業新聞の普及推進 
 

 
 普及推進キャンペーン実施中！！ 

農業経営に役立つ情報が満載 
                      
                      

                           令和８年 1 月現在 

 
 

 
｢全国農業新聞｣を是非ご購読お願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
農業委員会組織では、全国農業委員会会⾧大会の決議に基づき、 

農業委員・推進委員全員に「全国農業新聞」を購読いただく 

活動に取り組んでいます。 

 
全国農業新聞は、農地利用最適化活動や地域計画の実現、ブラッシュアップなど

各委員が地域で活動に取り組む上で参考になる情報が満載されています。 
また、農業者に役立つ最新の技術や先進農家の取り組み等を紹介しています。 
 

早期に農業委員・推進委員の皆購読を！！ 
 

市町名 目標 部数
目標達成

まで

委員

未購読数
市町名 目標 部数

目標達成

まで

委員

未購読
佐賀市 187 137 50 5 吉野ヶ里町 37 35 2 0

唐津市 123 102 21 4 基山町 21 17 4 1

鳥栖市 51 42 9 0 上峰町 18 13 5 2

多久市 51 41 10 0 みやき町 36 28 8 0

伊万里市 74 60 14 4 玄海町 30 23 7 0

武雄市 83 65 18 0 有田町 37 32 5 2

鹿島市 75 60 15 1 大町町 19 15 4 0

小城市 79 68 11 4 江北町 35 31 4 0

嬉野市 64 48 16 4 白石町 62 52 10 2

神埼市 74 64 10 2 太良町 44 32 12 0

農業会議 100 93 7
1,300 1,058 242 31



 



○全国農業図書の紹介 
 
2025 年度版 農業委員会業務必携 92 号 
農業委員・推進委員の必携図書！ 

最重要の必携図書です。本年度版は農業委員会における「地域計画」
実現の取り組みを特集するとともに、研修会でご活用頂きやすいよ
う、内容のより一層の整理・充実を図っています。 
主な内容は下記のとおりです。 
・特集 令和７年度以降の地域計画の取り組み 
・農政ピックアップ 食料・農業・農村基本法と関連法制度の   

改正・制定 
・農業委員会の業務と具体化な進め方 

第１章 農業委員会の業務、第２章 農地利用の最適化、 
第３章 関係法令に基づく業務、第４章 担い手の育成・確保 
と情報提供活動、第５章 農業者等との意見交換会と関係行 
政機関への意見の提出等を掲載    【税込 1,496 円】 

 
2025 年度版 農家相談の手引 
農地・経営対策に役立つ！支援制度の資料集！ 

農業委員・農地利用最適化推進委員をはじめとした地域農業のリー
ダー等が農業者から相談を受ける際に制度や施策の要点について説
明するために活用できる資料集です。 

各種研修会のテキストとして、農業に関するさまざまな制度を学ぶ
手引書として幅広く使用できる、多くの情報をわかりやすくまとめて
います。【税込 880 円】 
 
 
４訂 農業委員・推進委員活動マニュアル  
「地域計画」の実現に向けて内容を一新！ 

「農業委員・推進委員が活動するために必要な情報を盛り込んだ
マニュアルです。農業経営基盤強化促進法等の改正に伴い、令和７年
３月までに全国１万 8633 地区で「地域計画」が策定されたことを踏
まえ、内容を一新しました。 

第１章では農業委員会についての基礎知識や期待される役割につ
いて、第２章では農業委員会の業務内容について解説。第３章では
「地域計画」の策定に向けて、どのように取り組めばよいのか、ま
た、「地域計画」策定後のブラッシュアップ（見直し）をどう進め
て行くかを具体的に紹介しています。【税込 770 円】 

 

新刊図書の案内 



13．常設審議委員会の結果について（ 11 月・12 月） 

<農地法関係処理状況> 
【審議件数】 

回数 期日 区分 件数 

第 116 回 11 月 17 日 
第４条 １ 
第５条 ２ 

第 117 回 12 月 15 日 
第４条 １ 
第５条 ２ 

【田畑別件数及び面積（㎡）】 

回数 期日 区分 
田 畑 計 

件数 面積 件数 面積 件数 面積 

第 116 回 11 月 17 日 
第４条 １  3,711 0 － 1 3,711 
第５条 ２  9,418 ２  2,043 2 19,750 

第 117 回 12 月 15 日 
第４条 １  3,711 0 － 1 － 
第５条 ０ － 2 11,968 2 16,425 

※田・畑混合の案件があるため、件数の計が一致しない。 

1４．今後の行事予定について 

月 日 時間 場  所 内   容 

１ 

15 13:30 佐賀総合庁舎 第 118 回常設審議委員会 

20 13:30 グランデはがくれ 農業担い手Ｓプラス推進事業 経営発展研修会 

29 14:00 武雄市役所 農業委員会職員地区別研修会（杵藤地区） 

30 14:00 ドゥイング三日月 農業委員会職員地区別研修会（佐城・東西松浦地区） 

2 

10 13:30 ドゥイング三日月 市町農業委員会事務局⾧会議 

13 13:30 
佐賀総合庁舎 
Web 併用 農業委員会職員研修会（所有者不明農地対策） 

16 13:30 佐賀総合庁舎 第 119 回常設審議委員会 

19 14:00 小城市三日月町 農業委員会女性協議会視察研修会 

3 
16 13:30 佐賀総合庁舎 第 120 回常設審議委員会 

25 13:30 佐賀総合庁舎 第 20 回農業会議理事会 

※12 月末時点の予定ですので変更もあります。公文書の確認をお願いします。 

        
ご予定お願いします！！ 

農地法第４条及び第５条の規定により県農業委員会ネットワーク機構（佐賀県農業
会議）に意見を求められた案件について、常設審議委員会で審議されました。 

第 116 回、第 117 回の件数及び面積については、下表のとおりです。 


